


































































































































性格・傾向 副 詞 陳述副詞 接　続　　詞
鞠敏縦構州 で ? る　（自　立語）
活　用　が1 ? V．
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構成要素にもつ接続詞3gもそうであるように，詞的な意訳を含まないとは言
　えない。
1　カナリに係助詞がつきうると言っても，「勝てないまでもかなりはいけそ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　り
　うだ」などがせいぜいで，いろいろな係助詞と自由に結びつくことはない。
2　「会はまだ開かれない！は，会がやがて開かれるという前提（辞意）を潜
在情報（詞的）としている点で，「会は開かれない」と違うが，「彼はまだ子
　どもだ」の場合は，単に「彼は子どもだ1と言うのと実質的に嗣じで，ただ
　その事実に対する話し手のとらえ方（辞的）に差があるだけである。どちら
のマダも断定の陳述4。と呼応L，ともに，継続屯1の動作・状態が話し手の
想定する到達点42の手前43の段階にあるというマダの基本的意味を有しなが
　ら，前者のほうが詞的要素の残存が強く，後者のほうが陳述副詞側に寄って
　いる，という用法上の差も無視できない。
3　「地震があった。まもなく津波が起こった」のように，現在点ではなく先
行文の時が規準になっている島島のマモナクは，先行表現に依拠してその語
意が充足する関係にある。また，「もうまもなく」．のように被修飾語になり
　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　一
　うる点は副詞的だが，「まもなく試合だ」のように体言＋ダの述語にかかる
　点は陳述副詞的である。「まもなく彼も弱音をはく」のマモナクが文にかか
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．
39　ソレデ・ソレカラ，スルト・ソウシテ　など（ソシテ・シカシは化石的）
40　否定と肯定：との違いはあっても
41否定形式も来到達状態の継続と考えることができる。
42　r会はまだ開かれない」では開会時が，「彼はまだ子どもだ」では輸入に達した
　時点が基準である。「論文をまだ書いている」と「論文をまだ書いていない」とは
　完成蒔を到達点に設定して依然その手前にとどまっていることを示す意味で共通す
　る。破壊過程ではrまだ家だ」，建設過程では「まだ家でない」となり，その逆に
　はならないが，両者は想定している到達点が違う。また，9まだたくさんある」も，
　なくなる時点を，「このほうがまだましだ」も，最低の段階を，それぞれの到逮点
　と肴えれば，それへの途次にあるということで一元的に説明がっく。
43肯定形式もこの意味では否定的な要素が潜在する。「まだ子どもだ彊ま「まだお
　となになっていない」という意識の上に立っていると考えられ，「まだおとなだ」
　という言い方が成り立たないのは，手前というとらえ方ができないためだろう。
　「まだ大学生だ」は成立するが，「まだ卒業生だ」は，同様の理由で成立しない。
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　るか述語だけにかかるかの判断は，発話の重点によってどちらも起こしlう
　る44だけに容、易ではなく，それに伴ってその位置も，主語の前と述語の直前
　とどちらが自然かを決定するのが困難になる。係助詞を伴う裾合が想定でき
　るのは，そのうちには必ずという気もちで「まもなくは45むりでもいっかき
　　　　　一　t　一　一　一　一　一　r　一　つと再起する」のような例ぐらいだが，この這い方の成立する可能性には地
域差がありそう蔦6。
4　陳述副詞ケッシテも，「けっしてもうしません」よりrもうけっしてしま
　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　t　一　　　一せん」のほうが自然だとすれば，その位置的要求の点では，陳述副詞よりむ
　しろ副詞的な場面があることになる。
5　「彼女はしかし泣かなかった」のシカシは，ある文脈では，ソレデモ47に
置換でき，それはさらにナオ48で代用できると考えると，シカシという典型
的な接続詞（辞）さえ副詞（詞）と非連続ではないことになる。そしてその
　ことが，前例のシカシが，日本語の性格上の原劉を破って先行の「彼女は」
　の部分をも支配しているのかどうかをあいまいにする。そもそも接続詞の語
44　モが「もまた3の意なら，ゼ彼が弱音をはく」ことがマモナク起こるという関係
　で，このマモナクは以下の文全体を支配すると考えられるが，モが「さえも」の意
　なら，彼を話題にしており，マモナクは「弱音をはく」という述語だけにかかると
　したほうが自然だろう。ただし，この二つのモも本質的には連続的で，「小結も関
　脇も，そして横綱も土がっく大回れの初剛のように関連語系列の極に立つ名詞の
　後では微妙だ。これは一次的にはやはり並列であり，そこに並べられた名詞問の意
　味的関係から二次的に取り立て＝強調のニュアンスを帯びると考えるべきだろう。
　その＝ユァンスが，大関をとび越えることによって強まり，順序を変えて「小結も
　横綱も関脇も」とすれば消えてしまうのは，モの働きの質が，そのように名詞の語
　彙的な意味にささえられて実現するからではなかろうか。
45語としての取立ては普遍的に名詞だから別だが，その区別の判然としない場合が
　ある。相手の発言または自分のそれまでの発雷中の語であればかなり確実だとして
　も，それを引取ったのかどうかは話し手の意識にかかるので，正確な判断はむずか
　しい。
46　rまだはむり」の成立はもっと非東京語的か。
47　ソレの部分で先行表現の実質的な内容をうける場合は特に詞的である。
48接続詞のナオではなく，「なおかつ」の意の副詞のナオ
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順を完全に修辞的な聞題とするのは疑問であり4g，この場合のシカシは，少
　なくとも接続詞の典型的な用法に比べて，副詞側に一歩寄った例と鍛えるだ
　ろう。
6　接続詞でも，ソコデはダカラなどと岡様に，係助詞コソをとりうる50。
7　トコロデは文章の冒頭に立てないという意味で確かに前と何らかの関係を
　もつが，承前機能と雷うより，逆にその間の関係を断ち切る形で前と関係す
るのである。シカシやソコデと違って必ず文頭に立つ51のは，シカシは主語
の後に動かすこともできるが類意のガ52は移行不能なように，その藷の成立
事情の残照にもよるが，トコロデには先行表現の内容をうけて後続表現に意
味的に関係する本来の接続機能がむしろないことにも関連するかもしれな
い。したがって，その前後の表現単位が対等な関係にあると言うときも，従
属節を代行する他の接続詞とはかなり異質な意味において可能なのである。
結 論
0　問帰に属する6語に共通するのは，典型的な副詞との共通点をあまりもた
ず，程度の差はあれ接続詞との共通点を必ずもっていることである。
1　スナワチ・ツマジは，呼応の傾向が認められる点を除き，接続詞の性格を
ほぼそなえているが，〔支〕～〔薩〕という接続詞にとってかなり重要な点
で，十分にその性格をもっているとは言えない。しかし，これらを陳述副詞
49howeverのシカシと決めつけて，この種のシカシをhoweverのほうの機能で
　説明するのは，両者が厳密に対応するかどうかが不明なので，危険である。
50先行表現の詞的内容との明確な対応をもつソコーデ・ダカラと接続詞として独立
　したソコデ・ダカラとの問は連続的だから，コソがつく一：事をもってその用例の接
　続詞性を否定し去ることはできない。事がらにかぎらず，その間の関係を取立てて
　強調することも可能だからである。
51　くだけた会話でr彼はところであれからどうした」などと言うこともあ9そうだ
　が，あらたまった発雷や書きことばではこのような語順では現われにくい。やはb
　文頭が正常な位置だという意識があるためだろう。
52　「が，しかし」が「しかし，が」とは絶対にならないのは，がが接続助詞起源で
　あることに開連するが，ともかくこのような併用が可能なことは，両者の意味・用
　法の上に何らかの違いのあることを暗示する。
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　として見れば，〔支〕～〔申〕の点であまりにも接続詞的である。
2　要スルニも，傾向としてはスナワチ・ツマリに準ずるが，その重要な点に
おける接続詞的性格がそれらよりさらに弱い。
3　タトエバは，〔支〕〔承〕〔呼〕で陳述副詞の性格をあまりもたず，〔対〕
　〔中〕で接続詞の性格をほとんどもたないが，それぞれに共通する性格もい
　ろいろな点でかなり見られる。
4　イワバは，〔支〕〔頭〕〔呼〕で陳述副詞の性格をほとんどもたず，〔支〕～
　〔中〕という接続詞にとって重要な点で，接続詞的性格がほとんど認められ
　ない。
5　ショセンも，〔呼〕で逆に陳述副詞的な点を除き，イワバと似た性格をも
　つ。
要
?
　副詞・陳述副詞・接続詞がこの順に直線上に位置すると考えれば，同憂に属．
する6語のうち，スナワチ・ツマリは接続詞寄り，要スルニもやや接続詞寄
り，タトエバは接続詞と陳述副詞との中締，イワバ・ショセンはやや陳述副詞
寄りの性格であり，副詞側に大きく近づいた語は認めがたい。
〔付記〕本稿では，局帰の6語の品謝生を問題にした。それらの語の意味・矯法の詳
　　細，およびその異同・関連については，稿をあらためて論じたい。
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